報　道　資　料
平成２６年５月２７日（火）
件　名  外務副大臣・防衛大臣政務官の来庁について

概　要
本日、ＫＣ－１３０空中給油機の移駐時期について説明がありましたので、下記のとおりお知らせします。
記
１．日  時：平成２６年５月２７日（火）１５時５０分～１６時１５分
２．場　所：岩国市役所　政策審議室
３．来庁者：外務副大臣　　　　岸　信夫　（きし　のぶお）
　　　　　　防衛大臣政務官　　木原　稔　（きはら　みのる）
４．応対者：岩国市長　　　　　福田　良彦（ふくだ　よしひこ）

岩国市議会議長　　桑原　敏幸（くわはら　としゆき）

　　　　　　岩国市議会副議長　前野　弘明（まえの　ひろあき）

５．外務副大臣及び防衛大臣政務官からの説明の概要（要点）
（移駐時期）

○　移駐開始に必要となる駐機場、格納庫等の施設整備が５月３０日に完了することになり、当該施設の提供手続きを行った後、移駐は、７月上旬から８月下旬までの間に行われる見込みとなった。

○　移駐は段階的に実施される予定で、ＫＣ－１３０は、８月下旬までの移駐期間中、飛行隊の機材等を輸送するため、普天間飛行場を行き来することになると思われる。

○　移駐が開始される際、最初のＫＣ－１３０の到着の日時については、米側から情報が得られ次第、速やかに情報提供したい。
（岩国飛行場での訓練）

○　岩国飛行場での訓練については、ＫＣ－１３０の岩国飛行場への移駐後、米軍の運用基準の範囲内で訓練を行うこととなるが、岩国飛行場において、離着陸訓練等が実施されることになると考えている。

（ＫＣ－１３０のローテーション展開）

○　ＫＣ－１３０のローテーション展開の具体的な内容については、現在も、日米間で協議を行っている。

○　ローテーション展開は、岩国飛行場へのＫＣ－１３０及び空母艦載機の移駐に伴う運用の増大による影響を緩和するとの観点から実施するため、空母艦載機の岩国飛行場への移駐までには、日米間での協議を完了させる予定としている。

（普天間飛行場の移設）
○　普天間飛行場については、その危険性の除去が喫緊の課題であり、固定化は絶対に避けなければならず、普天間飛行場の移設は、安倍内閣の最優先かつ最重要の課題の一つであり、現行の日米合意に従って、強い意志で取り組んでいくとの考えにいささかの変更もない。

６． 市長コメント
本日は、ＫＣ－１３０空中給油機の移駐時期について、上記のとおり、説明がありました。

同機の移駐時期については昨年１２月に既に認めておりますが、本日の説明は、その時期がより具体的に示されたものと承知したところです。

また、普天間飛行場の危険性の除去のため、同飛行場の返還とキャンプ・シュワブへの移設に向けて、政府として、全力で取り組むとの姿勢があらためて示されました。
　私からは、岸外務副大臣及び木原防衛大臣政務官に対して、移駐にあたっては、安全の確保に十分配慮するよう米側へ申し入れるよう要請いたしました。
　市といたしまして、引き続き、国、県との協議を継続し、安心・安全対策の達成及び地域振興策の実現に向け、全力で取り組んでまいります。
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